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教育の責任 

・恐竜学/古生物学の導入として、用語・層序・化石解釈の基本リテラシーを身につけさせる 

・“情報”と“根拠（一次データ・標本・論文）”を区別して説明できるようにする 

・不確実性（未解決点・論争点）を含めて説明し、仮説比較の姿勢を習慣化させる 

教育の理念 

学生を“情報の受け手”に留めず、自ら疑問を設定し、根拠を吟味して結論を更新できる学修者

として育てること。特に 1 年次は、恐竜という強い関心を入口に学習動機を確立させる一方で、

研究の現実（不確実性、制約、仮説の競合）も提示し、権威や通俗的説明を鵜呑みにしない姿

勢を習慣化させる。『面白さ』は到達点ではなく、主体的学びへ移行させるための出発点として

位置づける。 

教育の方法・方針 

恐竜という強い関心を入口に学習動機を確立させつつ、学習者を「情報の受け手」から「根拠

に基づいて考える学修者」へ移行させることを中心方針とする。とくに 1 年次必修科目では、

用語や基礎知識の獲得だけで完結させず、一次情報（標本・産状・図表・記載・測定値）から

主張を組み立てる思考過程を反復させる。面白さや魅力の提示は到達点ではなく、探究に接続

するための導線として位置づけ、同時に研究の現実（不確実性、制約、仮説の競合、結論が更

新される仕組み）を明示することで、権威や通俗的説明を鵜呑みにしない態度を習慣化させる。 

教育の成果 

授業アンケートでは大部分の学生が授業に満足したと回答（モンゴル古生物学概論：89％; 古

生物学概論：100%）。授業後の実習アンケートでは、回答者の 95％以上が「興味深い内容であ

った」と肯定的に評価した（古生物学基礎実習Ⅰ）。 

今後の目標 

学科の教育目標と各授業の到達イメージの接続をより明確にし、学生が学びの意義と見通しを

持てる授業設計をいっそう洗練させる。授業後の学生の反応や既存のフィードバックを踏まえ、

説明の順序や扱う事例の選定を微調整し、学修体験の質を高める。 

根拠資料 

モンゴル古生物学概論：（2025 年度春学期）/n = 46 

古生物学基礎実習Ⅰ（2025 年度秋学期）/回答数 n=46 

古生物学概論（2025 年度秋学期）/n = 15 

 


